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2024年度岐阜アソシア本部事業報告書 

 

社会福祉法人 岐阜アソシア 

 

当法人が設置する「視覚障害者生活情報センターぎふ」が所期の目的を達成できるように、

資金を確保して資金援助を行うとともに、岐阜県及び岐阜市の委託事業等を実施することに

より、視覚障害者福祉の向上発展のために努めた。また、同行援護事業を主とした事業所の

運営を行い、ガイドヘルパーを派遣し、視覚障害者の外出及び外出先での情報提供とともに

代読、代筆等を円滑に行えるよう努めた。 

 なお、コロナ禍から５年目にして概ねその影響から脱することができ、事業実施については通

常になりつつあるものの、感染症に対する社会の意識変革によって、事業への参加、利用状況

等はコロナ以前の 7割程度に止まった。 

 

１．「視覚障害者生活情報センターぎふ」の経営 

   「視覚障害者生活情報センターぎふ」が、地域における視覚障害者福祉の総合センターと

しての機能を発揮するように努め、事業をとおして「視覚障害者とともに生きる」社会作りを

目指した。 

 

２．「障害者総合支援法」による同行援護、移動支援事業の経営 

   岐阜アソシア・視覚障害者居宅介護事業所を設置して視覚障害者・児を対象とした同行

援護、移動支援事業を引き続き行った。５類へと引き下げられたコロナ感染症であるが、感

染者の減少のみられない中、日常生活維持のための外出保障を考慮し派遣した。また同行

援護従業者研修（一般・応用）の実施と岐阜県視覚障害者福祉協会が実施するスキルアッ

プ研修にも協力し、ガイドヘルパーの養成と技術向上に努めた（延べ１０回 受講者２０２名）。

さらに、岐阜はもんの会の協力により、外出サポート事業を実施した（１８件 延べ３５名）。 

 

３．運営資金確保のための活動 

   「視覚障害者生活情報センターぎふ」を支援する募金活動を引き続き行ったほか、全国の

キリスト教会及び教会が経営する学校・幼稚園・信徒等に対して協力依頼を行った。さらに、

岐阜県内すべての小・中・高等学校及び幼稚園に「書き損じ葉書」の寄付を依頼をして、

「視覚障害者生活情報センターぎふ」の運営資金の確保に努めた。 

（１）「感謝のしおり第３６号」を作成し、協力者１，５２０名に配布して引き続き協力を依頼した。 

（２）県内の上場企業、大手の会社 40 社に対して寄付の依頼状を発送して、新たな後援者の

獲得に務めた。 

（３）全国のキリスト教会・キリスト教系の学校・幼稚園並びに信徒等に対し事業への協力依頼

文書を発送して資金確保に努めた。 
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（４）募金箱を近郊の書店、医療機関、ホテル及び岐阜県眼鏡商業協同組合（県下の同組合

加盟眼鏡店８０店の店頭に設置）の協力により、一般市民の協力を依頼した。 

（５）岐阜はもんの会の全面的な協力を得て 2回のミニバザーの実施、喫茶りっぷるの運営に

よる収益、その他 2017 年より「ひまわりの会」から引き継いだアルミ缶回収、布草履・点

字用紙リサイクル品販売、わかめ・ほうじ茶販売、また、株式会社藤田商店、サーモス株式

会社から数々の提供品の販売等で得た収益を 2024年度は 892,815円の寄付として

2025年度会計へと繰り入れた。なお、2024年度は 2023年度分の 467,295円を寄

付として繰り入れることができた。 

（６）岐阜県内のすべての小学校・中学校・高等学校及び幼稚園に対して「書き損じ葉書」の

寄付を依頼した。７９校の学校、幼稚園からハガキ２，７５１枚、切手１，１０８枚、テレカ２２枚

の寄付があり、３６，９６５円の収益を上げることができた。 

 

４．岐阜県・岐阜市からの受託事業 

（１）岐阜県の「岐阜県からのお知らせ」点字版(標準サイズ、Ｌサイズ)、音声版（デイジー版、

テープ版、テキストメール版）、岐阜市の「広報ぎふ」点字版(標準サイズ、Ｌサイズ)、音声

版(「あいメール」（デイジー版、テープ版）)の製作を引き続き受託製作して、視覚障害者

への広報活動に協力した。 

（２）県内公的機関の閲覧用冊子として、岐阜県議会の「岐阜県議会だより」点字版(標準サイ

ズ、Ｌサイズ)、音声版（デイジー版、テープ版）を受託製作して、視覚障害者への議会情報

の提供に協力した。 

（３）岐阜県から委託を受けて視覚障害者福祉事業（点訳奉仕員養成、音訳奉仕員養成、歩行

訓練士派遣事業、中途失明者緊急生活訓練事業、視覚障がい者 ICT サポート事業、点

字版・録音版「視覚障害者福祉の手引」作成事業等）を、また、岐阜市から委託を受けて

ユニボイス版・音声版｢障がい者の明日のために（視覚障がい抜粋版）｣を引き続き行い、

視覚障害者福祉の向上のために協力した。 

 

５．関係機関、団体との連携 

（１）岐阜県身体障害者福祉協会及び岐阜県視覚障害者福祉協会が行う視覚障害者福祉事

業、岐阜県立岐阜盲学校及び同窓会、「視覚障害者の教育と福祉を進める会」の事業に

協力し、視覚障害者福祉の向上に努めた。 

（２）岐阜県社会福祉協議会及び各地域社会福祉協議会等の行う視覚障害者福祉事業に協

力した。 

（３）日本盲人キリスト教伝道協議会、日本聖公会社会福祉連盟に引き続き加盟してその活動

に協力した。 

（４）社会福祉法人日本盲人社会福祉施設協議会の「情報サービス部会」、「自立支援施設部

会」と、特定非営利活動法人全国視覚障害者情報提供施設協会に引き続き加盟し、技術

研修及び情報の収集に努めるとともに、それぞれの団体の行うプロジェクトに委員を派遣
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し、事業に対して協力した。 

（５）社会福祉法人日本視覚障害者団体連合の同行援護事業所等連絡会に引き続き加盟し、

他事業所の情報や運営上の問題等の共有に務めた。 

（６）その他、県内関係機関、団体に対して、視覚障害に関する助言をするなど連携を図った。 

 

６．「岐阜県の視覚障害者の今後を考える会」設置の撤回 

「岐阜県視覚障害者の教育と福祉を進める会」の事務局を引き受けるに当たり、会の目

的、組織する団体が共通していることを考慮し、「岐阜県の視覚障害者の今後を考える会」

を撤回し、その活動を移行した。 

  



5 

 

2024年度視覚障害者生活情報センターぎふ事業報告書 

 

社会福祉法人 岐阜アソシア 

 

事業概要 

  職員１０名によって幅広い事業活動を展開した。なお、この事業は岐阜はもんの会の全面的

な協力を得て行ったものである。 

情報提供部門では、引き続き全国の視覚障害者を対象に、点字図書・録音図書・電子書籍・

拡大図書の貸し出し、点字図書・録音図書・電子書籍・拡大図書の製作、点字資料類の製作、

岐阜県図書館との相互協力によるリーディングサービス事業、点訳及び音訳ボランティアの養

成、拡大教科書製作、触図の製作、点字印刷・製本、館内閲覧業務、対面音訳サービス、パソコ

ン操作相談サービス等の事業を行った。そのほか点字図書・雑誌類の購入や各種資料の収集

によって蔵書の充実に努めるとともに、全国視覚障害者情報提供施設協会のネットワークシス

テムである「サピエ」の事業への積極的な参加、国立国会図書館が行う「点字図書・録音図書

全国総合目録」の事業への継続参加によって視覚障害者への情報提供の充実を図った。また、

視覚障害者用デジタル録音図書・雑誌の製作に引き続き取り組み、デジタル録音再生機器の

取り扱いを指導して利用の促進を図った。 

生活支援部門では、身近な窓口として視覚障害者からのあらゆる相談に応じたほか、視覚

障害者の外出の機会を広げる外出サポート事業、日常生活用具の収集・展示、クラブ活動の

推進などを継続実施して、多様化する視覚障害者のニーズにきめ細かく対応した。そのほか

にも、学校から点字、視覚障害者、盲導犬等の依頼に応じてこれからの社会を担う児童・生徒

に対して啓蒙活動の一環として福祉教室を行った。 

 日常生活技術指導部門では、岐阜県から「中途失明者緊急生活訓練事業」、「歩行訓練士

派遣事業」及び「視覚障がい者ＩＣＴサポート事業」の委託を受けて、歩行指導、日常生活技術

指導、パソコン指導、中途視覚障害者点字学習指導を引き続き個別に行った。さらに、県内の

視覚障害者に均一なサービス提供ができるよう、「移動生活情報センター事業」として東濃地

域において実施した。また、新たに遠隔地でのICTへの支援充実がなされるよう、中濃地域に

おいて支援者講習会を実施した。そのほかにも、岐阜うかいネット(岐阜ロービジョンケアネッ

ト)に加盟して、埋もれている中途視覚障害者、ロービジョンへの相談、支援等を積極的に行っ

た。 

また、２０１７年度に視覚障害児・者・親の会「ひまわりの会」から就労支援事業を引き継い

で、事業を継続させるとともに、事業所開設に向けて準備を進めた。 
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各事業の内容 

（以下、施設名を「生活情報センター」と略す） 
 

Ⅰ 情報提供部門  

 

事業実績（２０２５．３．３１現在） 

 （１）蔵書数 

     点字図書 ９，７３８タイトル（２８，２６９巻） 

うち、自館製作3,4５9タイトル      

録音図書 １0，801タイトル(33,２０８巻) 

  テープ図書  ５，２３５タイトル（２７，６２４巻） 

うち、自館製作４，059タイトル  

デイジー図書 ５，566タイトル 

うち、自館製作１，7８４タイトル 

     テキストデイジー 4８９タイトル 

     マルチメディア １５９タイトル 

       うち、自館制作  ６タイトル 

     拡大図書    ５４タイトル（１７９巻） 

 

    （2024年度増加分） 

     点字図書 ９５イトル（２９２巻） 

       厚労省委託   ３８タイトル（８９巻）   

       自館製作    ４６タイトル（１６９巻）   

       複   製      ２イトル（１１巻） 

       購   入      ４タイトル (８巻） 

寄   贈      ５タイトル（１５巻） 

     録音図書 １１４タイトル（１１４巻） 

         うち、テープ図書 0タイトル（0巻） 

       厚労省委託    ３４タイトル（３４巻） 

         うち、テープ図書 ０タイトル（０巻） 

       自館製作    ６２タイトル（ ６２巻） 

       複  製     0タイトル 

       購  入     ０タイトル 

       寄  贈    １０タイトル ( １０巻） 

       ＮＨＫ委託   ８タイトル (  ８巻） 

テキストデイジー   ６４タイトル 

マルチメディアデイジー 11タイトル 
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厚労省委託   １０タイトル   

自館製作      １タイトル   

拡大図書  ５タイトル（１３巻） 

 

    （2024年度廃棄分） 

     点字図書        ０タイトル 

     録音図書        ０タイトル 

 

 （２）貸し出し数 

    点  字   １，６１１タイトル（３,３０１巻） 

      うち、図書   ５６１タイトル（２,０１５巻） 

          雑誌 １，０５０タイトル（１，２８６巻） 

            （点字雑誌取扱数  １９種２３巻） 

     録  音  ６,７８０タイトル（１１,１５５巻） 

      うち、図書 5,499タイトル（ 5,976巻） 

            （テープ図書取扱数      １２２タイトル  ５５５巻） 

（デイジー図書取扱数 ５，２３８タイトル  ５，２５１巻） 

（ｵｰﾃﾞｨｵCD図書取扱数   １１２タイトル   １４３巻） 

（その他取扱数           ２７タイトル  ２７巻） 

          雑誌  １，２８１タイトル（5,179巻） 

            （テープ雑誌取扱数     ２種 ３巻） 

            （デイジー雑誌取り扱い数  ８７種 ） 

     テキストデイジー     ０タイトル（０巻） 

     マルチメディアデイジー  １８タイトル（１８巻） 

 拡大図書    ２タイトル（５巻） 

 

 （３）サービス実績（一部再掲） 

 
  

 点  訳 

   蔵 書          49タイトル（163巻） 

   プライベートサービス  １84件（2，905ページ） 

 音  訳 

   蔵 書  ６２タイトル（デイジー５９タイトル、シネマ・デイジー３タイトル） 

プライベートサービス １５タイトル（デイジー１５タイトル） 

電子書籍 

テキストデイジー   蔵 書  ６４タイトル 

 

 製 

 

 作 

  



8 

 

 マルチメディアデイジー  蔵 書  １タイトル 

 拡 大   

蔵 書           ５タイトル（1３巻） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 製 

 作 

 以 

 外 

  点字データ提供    45件 

  点字打出し      9件（1，054ページ） 

   テキストデータ化    ２０件 

  ＰＤＦデータ化     ７８冊 

コピー       ７０５件（ＣＤ・ＳＤカードを含む） 

  対面音訳サービス   延べ ０件０時間 

  その他、代筆、墨字訳、触図、墨字入力、葉書印刷など 
 
 
 
 （４）来館者数 

   個人 ５，841名（利用者 １，２７5名、ボランティア ４，５６６名） 

   団体 7団体 ２６８名 

 

１．点字部門の製作と貸し出し 

 （１）点字図書の最新の出版情報及び「サピエ図書館」に登録される点字図書情報を常に把

握し、利用者の要望に速やかに応えた。 

 （２）利用者の希望に応じて、県図書館が購入した新刊書を借り受けるほか、新たに原本を購

入し、点訳ボランティアの協力によって点字図書として製作して、希望者に提供するとと

もに、自館製作図書の増加に努めた。製作に当たっては、点訳→校正→判定→修正→

点検→製本→装備の一連の作業すべてにボランティアの協力を得て、それぞれの作業

のスピード化を図った。なお、製作した点字図書は「サピエ図書館」に登録して全国の共

有財産とするとともに、常に着手情報を把握しながら重複製作を回避した。さらに、国立

国会図書館総合目録にも登録され、全国の点字図書館、公共図書館等との相互貸借を

行って図書館サービスの充実に努めた。 

   相互貸借の状況は次のとおり。 

      他館所蔵図書借受数 自館所蔵図書貸出数  

 点字図書 ２５４タイトル（１，０３８巻） 30７タイトル( ９７７巻) 

 

 （３）点訳講習会を開催して新たに点訳者を養成し、速やかに情報提供のできる人材育成に

努めた。 

 （４）自動点訳ソフトやＯＣＲを活用して点訳図書製作の効率化を図った。 

 （５）館報「長良川だより」（点字版２４５部、墨字版２４８部）を毎月継続発行し、利用者及び関

係機関へのきめ細かい情報提供に努めた。「長良川だより」には、生活情報センターか

らのお知らせ、点字・録音・拡大図書新着図書案内、「サピエ図書館」に新しく登録され
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た主な資料の紹介などを掲載した。 

 （６）日本書籍出版協会発行の「これから出る本」の廃刊に伴い、新たな近刊図書情報誌へ

の移行に取り組んだが、既に着手されているなどの状況から近刊図書の情報提供を行

わないこととした。 

 （７）点字交流誌「心」を年４回発行して希望者１１５名に配布し、利用者間の意見・情報交換

の場を提供した。 

 （８）Ｌサイズ点字プリンターを設置して、常時中途視覚障害者のＬサイズ点字図書等の求め

に応じられるよう努めた。 

 （９）プライベートサービスにより、個人の必要とする資料等の即時提供に努めた。 

 

２．録音部門の製作と貸し出し 

 （１）録音図書の最新の出版情報及び「サピエ図書館」に登録される録音図書情報を常に把

握し、利用者の要望に速やかに応えた。また、岐阜県図書館との相互協力によってリー

ディングサービス事業を行った。この事業では、利用者の希望に応じて、県図書館が購

入した新刊書を借り受けるほか、新たに原本を購入し、音訳ボランティアの協力によって

録音図書として製作して、希望者に提供した。 

 （２）音訳ボランティアの協力によって利用者の希望に応じた自館製作図書の増加に努めた。

製作に当たって図書を読者に速やかに提供できるよう、音訳→校正→判定→訂正→編

集→プリント→装備の一連の作業すべてにボランティアの協力を得て、それぞれの作業

のスピード化を図った。なお、製作した録音図書は「サピエ図書館」に登録して全国の共

有財産とした。また、国立国会図書館総合目録にも登録され、全国の点字図書館、公共

図書館等との相互貸借を行って図書館サービスの充実に努めた。 

  相互貸借の状況は次のとおり。                                        

 他館製作図書借受数 自館製作図書貸出数 

 テープ図書 56タイトル ( 253巻) 66タイトル( 302巻) 

デイジー図書 3,723タイトル (3,736巻) １，515タイトル(１，515巻) 
  
（３）音訳講習会を開催して新たに音訳者を養成し、速やかに情報提供のできる人材育成

に努めた。 

（４）視覚障害者用デジタル録音図書の製作に取り組み、音声デイジー５９タイトルを製作し

た。 

（５）映画のサウンドに画面の様子や登場人物の表情・動作などの音声解説を付けた「シネ

マ・デイジー」（３タイトル）の製作と普及に努めた。 

（６）毎月「シネマ・デイジー例会」を開催して、利用者とボランティアで映画の音声解説につ

いて検討と確認を重ね、台本を作成した。製作に当たって 、台本作成→校正→音声解説

ナレーション収録→編集→データ確認の一連の作業を計画的に行った。なお、完成したシ
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ネマ・デイジーは「サピエ図書館」に登録し、全国の点字図書館、公共図書館間でオンライ

ンリクエスト等を行い、図書館サービスの充実に努めた。 

（７）月刊録音雑誌サウンドパーク「心」を毎月製作して、デイジー版１４４名、テープ版（C-９０ 

１巻）５１名の希望者（施設を含む）に貸し出した。 

（８）館報「長良川だより」（デイジー版１０５部、テープ版１７部、テキストメール版８７部、携帯メ

ール版９部）で、「新着録音図書」を毎月紹介し、利用者及び関係機関へのきめ細かい情

報提供を行った。なお、内容については点字版・墨字版とほぼ同様である。 

（９）日本書籍出版協会発行の「これから出る本」の廃刊に伴い、新たな近刊図書情報誌への

移行に取り組んだが、既に着手されているなどの状況から近刊図書の情報提供を行わな

いこととした。 

（10）「婦人公論 全文音声版」を毎月製作して、デイジー版９５名、テープ版（C-９０ ２巻）１０

名の希望者（施設を含む）へ貸し出した。また、「サピエ図書館」にもアップし、ダウンロ

ード数４，５０７回、実人数２，１６３名の利用があった。「岐阜新聞 分水嶺」を毎月製作し

て、デイジー版３６名の希望者に貸し出した。また、「サピエ図書館」にもアップし、ダウン

ロード数８２１回、実人数３９６名の利用があった。また、前年度に引き続いて地域情報を

提供するための録音雑誌「生活情報誌 月刊ぷらざ」を製作して、デイジー版３３名、テ

ープ版（C-９０ １巻）５名の希望者に貸し出した。その他、季刊誌「ＪＡＦＭａｔｅ」を製作し

て、デイジー版３８名の希望者に貸し出した。また、「サピエ図書館」にもアップし、ダウン

ロード数３１１回、実人数１１４名の利用があった。 

（11）プライベートサービスにより、個人の必要とする資料（音声デイジー、テキスト、ＰＤＦ）等

の即時提供に努めた。 

（12）対面音訳サービスについては、プライベートサービスの普及により利用がなかった。 

（13）利用者の求めに応じて、全国の視覚障害者情報提供施設等が製作するテープ・デイジ

ー雑誌を借り受けてプリントし、県内外の希望者に引き続き貸し出しを行った。 

 

３．電子書籍部門の製作と貸し出し 

（１）活字を読むことの困難な利用者が、文字（電子テキスト）・画像の大きさや色を変更したり、

合成音声で読むことのできるテキストデイジー・マルチメディアデイジー図書を利用者の

求めに応じて製作し、蔵書の充実に努めた。 

（２）テキストデイジー・マルチメディアデイジー製作ボランティアの協力によって自館製作図書

の増加に努め、利用者の希望に応じられる体制作りを構築した。製作に当たって、原本の

テキスト化→テキスト（音声）校正→編集→データ確認の一連の作業を計画的に行った。

なお、速やかに利用者に提供できるよう、デイジー学習会の場で検討を重ね、それぞれの

作業のスピード化を図った。それぞれ製作された図書は「サピエ図書館」に登録し、全国

の点字図書館、公共図書館間でオンラインリクエスト等を行い、図書館サービスの充実に

努めた。 

  コンテンツの利用状況は次のとおり。                                        
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 ダウンロード数 実人数 延べ人数 

テキストデイジー    ５,６７７ ３，６３７  ５,６７７ 

マルチメディアデイジー ５９ ４６ ５９ 
  
（３）点訳・音訳ボランティア等を対象に、電子書籍（テキストデイジー・マルチメディアデイジ

ー）製作講座を開催して製作者の養成をし、速やかな情報提供に努めた。 

（４）電子書籍の製作に取り組み、テキストデイジー６４タイトル、マルチメディアデイジー１タ

イトルを製作した。 

 

４．拡大図書部門の製作と貸し出し 

「読書バリアフリー法」の施行に伴い、拡大図書の製作、貸し出し、および弱視児童生徒

支援として拡大教科書の製作に努めた。  

（１）大活字図書出版状況の検討を行うも、購入には至らなかった。 

 （2）拡大写本ボランティアの協力によって自館製作図書の増加に努め、利用者の希望に応

じられる体制作りを構築した。製作に当たって、データ化→入力・編集→校正→製本・装

備の一連の作業を計画的に行った。なお、製作における疑問点の解消、理解を深めるた

めの「拡大図書学習会」を毎月開催し、それぞれの作業のスピード化を図った。 

 （3）弱視児童生徒支援の一環としての拡大写本サービスを充実させるため、全国拡大教材

製作協議会等との連携を密にし、２０２４年度も文部科学省が実施している拡大教科書

無償給付事業に協力し製作を行った。 

 （4）館報「長良川だより」をWeb上と共に発行・掲載し、その中で「新着拡大図書」を紹介し、

利用者及び関係機関へのきめ細かい情報提供を行った。なお、Webの内容については

点字版・音声版・墨字版などとほぼ同様である。 

(5) プラーベートサービスの希望はなく、製作には至らなかった。 

 

５．触図の製作 

 （１）点訳図書原本にある様々な図・表等の作成に全面的に取り組んだ。 

（２）プライベートサービスにより、個人の必要とする資料（立体コピー）等の即時提供に努め

た。 

 

６．ボランティアの養成 

 （１）岐阜はもんの会主催の２０２４年度ボランティア研修会は、講師に国立民族学博物館教

授・広瀬浩二郎氏を迎えて、「世界とつながる、世界をつなげる」と題し、自身の失明後

のことから現在の民俗学博物館教授に至るまでのボランティアとの関わりについてお話

をされた。参加人数３５名。 

 （２）岐阜県の委託による点訳講習会（岐阜教室）及び音訳講習会（岐阜・大垣教室）を 202
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４年６月から２０２５年３月までの間に、それぞれ２８回にわたって開催し、点訳７名、音訳１

０名、合計１７名の修了者を得ることができた。また音声デイジー編集講座（６名修了）、

音訳校正講座（６名修了）、シネマ・デイジー勉強会（１０名修了）を開催した。 

 （３）点訳・音訳ボランティアの資質の向上を図るため、前年度講習会修了者を対象として

「点訳勉強会」（岐阜教室）及び「音訳勉強会」（岐阜教室）を月１回開催してアフターケ

アに努めるとともに、毎月定期的に「点訳の集い」（岐阜・大垣・可児教室）、点訳校正学

習会（岐阜教室）及び「音訳学習会」（岐阜・可児教室）、音訳校正学習会（岐阜教室）

を開催して、点訳・音訳技術の向上に努めた。 

 （４）施設案内講習会については、２０２３年度に引き続き未実施とした。 

 （５）岐阜県の委託を受けて、遠隔地においてもＩＣＴ機器等の支援ができるよう、関市でＩＣＴ

支援者養成講習会を２０２４年７月から２０２５年２月にかけて実施し、３名が終了した。 

 

７．ネットワーク事業への参加 

      パソコンで製作した点字・音声データの登録を行うなど、視覚障害者情報ネットワークシ

ステムとして機能している「サピエ図書館」の事業に積極的に参加し、利用者サービスの

向上を図った。 

 

８．点字印刷・出版、その他 

 （１）岐阜県広報紙「岐阜県からのおしらせ」点字版（月刊・２６ページ・２０６部）及び岐阜市

広報紙「広報ぎふ」点字版（月２回・３６ページ・７３部）の製作・配布を委託事業として行

った。なお、中途視覚障害者をはじめ高齢によって点字の触読が困難になった読者には、

Ｌサイズ点字版「岐阜県からのおしらせ」（２８部）、「広報ぎふ」（１４部）を作製し配布し

た。その他、岐阜県の委託により「視覚障害者福祉の手引」点字版（１８０ページ・２３０部）

の製作を行った。 

  （２）岐阜県広報紙「岐阜県からのおしらせ」の音声版（月刊・デイジー版４３部、テープ版

C-４６・１巻８３部）、テキストメール版（１８通）及び岐阜市広報紙の音声版「あいメール」

（月２回・デイジー版１２部、テープ版 C-６０・１巻１６部）の制作・配布を委託事業として

行った。その他、岐阜県の委託により「視覚障害者福祉の手引」音声版（デイジー版４１

部、テープ版C-９０・３巻・７９部、テキストメール版・１７通）の製作を、また、岐阜市からの

委託で「障がい者の明日のために（視覚障がい抜粋版）」の UniVoice コード製作と音

声版（デイジー版３０部、テープ版C-６０・１巻３０部）の製作をそれぞれ行った。 

 （３）日本聖公会の委託を受けて、祈祷書及び聖歌集等の点字版を希望に応じて製作した。

また、日本聖公会中部教区報「ともしび」点字版（隔月・１１部）の製作を行った。 

   （４）岐阜県身体障害者福祉協会会報「希望」（年２回）、その他小冊子、視覚障害者団体の

会議資料、及び会員向け通知文などの点字版製作をそれぞれの依頼によって行ったほ

か、岐阜県、及び各市町村選挙管理委員会の依頼による各種選挙の「候補者名簿」点

字版の製作、点字の名刺の製作に協力した。また、県内公的機関の閲覧用冊子としての
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「岐阜県議会だより」点字版(標準サイズ４３部、Ｌサイズ４３部)、音声版（デイジー版４０

部、テープ版４０巻）を製作した。 

 

 

９．関係機関・団体との連携 

 （１）特定非営利活動法人全国視覚障害者情報提供施設協会（全視情協）及び社会福祉法

人日本盲人社会福祉施設協議会（日盲社協）の１施設として各種事業に参加した。その

ほか、全視情協、日盲社協・情報サービス部会の各種プロジェクト委員会に協力した。 

（２）中部ブロック点字図書館連絡協議会加盟の各点字図書館相互の連携を密にし、事業の

効果を上げるために積極的に協力した。 

 （３）日本図書館協会に引き続き加盟し、図書館界の情報収集に努めた。また、岐阜県図書館

協会に引き続き加盟し、県内の図書館との連携に努めるほか、岐阜県図書館の音訳講

座・研修会等、要請に基づいて各地域でのボランティア講座に講師を派遣した。 

 （４）視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法）が施行さ

れ５年目を迎え、前年度に引き続き県下の公共図書館等に対して「読書に困難な人たち

のための読書バリアフリー基礎講座」及び以前に受講の図書館に対し応用講座を企画

し実施予定であったが、周知・開催にまで至らなかった。 

 （５）隔月に東海地区の各地の施設を会場に開催する「東海点字研究会」に参加するととも

に、その運営に積極的に協力した。 

 

 

 Ⅱ 生活支援部門  

１．生活相談・支援 

（１）中途視覚障害者を始め、多くの視覚障害者から寄せられる生活上のさまざまな相談に

速やかに応じて、日常生活の諸問題解決に努めた。また、視覚障害ゆえに起こりうる問

題については、専門機関に協力を得るなどして解決策を見いだせるよう体制を整えた。 

・生活相談人数 １５９名（延べ３１４件） 

（２）岐阜大学、岐阜盲学校、岐阜県眼科医会、岐阜県眼鏡商業協同組合、岐阜県視能訓練

士会等で構成する岐阜ロービジョンケアネット（うかいネット）に加盟し、各団体と連携し

て中途視覚障害者の相談・支援を行った。 

なお、事業の実施状況は次のとおり。 

・実施件数 ２０件（延べ２０名） 

 

２．「かがり火」スタッフ会の構成 

独身視覚障害等の男女の出会いの場である「かがり火」について、岐阜はもんの会、参

加対象となりうる視覚障害者でスタッフ会を構成し、２０２５年度の開催に向けての準備を始
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める計画であったが、スタッフ会を構成するまでに至らなかった。 

 

３．施設機能強化事業の実施 

（１）避難訓練：第１回目は９月に地震を想定して、コロナ禍で密を避けるよう促しながら抜き

打ちで実施し、第２回目は２月に避難訓練とし実施した。 

   ・実施日 20２４年４月２２日(月)・202５年２月６日(木) 

 （２）防災運動会：災害時に地域住民と障害者が自助・共助しあえる体制づくりを構築できる

ように行っていたが、２０２３年度に引き続きコロナ対策に伴い中止とした。 

 （３）普通救命講習Ⅰ：不測の事態に備え、地域で救命活動ができるよう、視覚障害者、ボラ

ンティアを対象に行っていたが、２０２３年度に引き続きコロナ対策に伴い中止とした。 

 

４．啓発活動の実施 

これからの社会を担う学生に対して、点字、視覚障害者、盲導犬等への理解を促せるよう、

学校からの依頼に応じて福祉教室を実施した。 

・依頼件数 １０件 

・受講人数 ５７１名 

 

５．各教室、その他行事の実施 

 （１）３Ｂ体操：運動不足になりがちな視覚障害者にとって、３Ｂ体操は年齢性別に関係なく誰

にでも無理なく、心身ともに健康な日常生活を送れる気軽に楽しめる有益な体操である

ことから、健康増進を図ることを目的に実施した。なお、２０２４年度は新型コロナウイルス

感染症の状況を見つつの開催とした。 

・実施回数 １０回（延べ３４名） 

 （２）社交ダンス：一般の社交ダンス教室には視覚障害者は入りづらい、しかしダンスを通して

交流を深めたい、日ごろの運動不足を解消したいなどの目的で、生活情報センター等を

会場に社交ダンス教室を実施した。なお、会員が減少したため、申し出により８月１日(木)

をもって廃止となった。 

・実施回数 １７回（延べ３６名）  

 （３）太極拳：一般の教室では型や一連の動作の流れを教えてもらいづらいとの多くの声が

寄せられ、視覚障害者に理解のある講師を招いて教室を実施した。なお、上記教室同様

の開催とした。 

・実施回数 ２８回（延べ３０５名） 

   （４）２０２５新春もちつき会：２０２３年度までコロナ対策で中止していたが２０２４年度は２０２５

年１月１１日（土）に新春もちつき会として開催した。 

        ・来館人数 約１００名  

 

６．「センター交流会」の実施 
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      より多くの視覚障害者の意見、要望を聞く場としてセンター交流会を生活情報センター

と多治見市で実施した。 

 

（センター交流会） 

・日時 ２０２４年６月１８日（火）１０：００～１５：００ 

・場所 生活情報センター（岐阜市梅河町1-4） 

・内容 用具販売・機器体験会、クリアランスバザー、懇談会 

・協力 名古屋ライトハウス、システムギアビジョン 

・参加人数 ８６名 

 

（東濃地区交流会） 

・日時 ２０２４年８月２５日（日）１２：３０～１５：００ 

・場所 多治見市役所駅北庁舎（多治見市音羽町1-233） 

・内容 サピエで読書体験、懇談会 

・協力 システムギアビジョン、ヌーファクトリー 

・参加人数 ４０名 

 

（中途視覚障害者の集い） 

・日時 ２０２４年１０月２７日（日）１０：００～１５：００ 

・場所 生活情報センター（岐阜市梅河町1-4） 

・内容 同行援護事業の紹介と岐阜アソシアのガイドヘルパーとの懇談会 

・参加人数 ２１名 

 

７．アソシアシネラマボイス、リーディングサービス活動の実施 

毎月アソシアシネラマボイス（音声解説付き映画上映会）を行い、音声解説付き映画の

普及に努めた。また、映画上映の前に、短編作品を朗読して読み聞かせを行うリーディング

サービス活動を合わせて実施した。 

・参加人数 延べ３００名 

 

８．読書会「本の玉手箱」の実施 

読書という共通の趣味を持つ利用者、ボランティア等を対象に、本のことを自由に語れ

る場として隔月に１回実施した。 

・参加人数 延べ58名 

 

９．「視覚障害者外出サポート事業」の充実 

同行援護など制度外となる視覚障害団体行事でのサポートや短時間での生活情報セ

ンター周辺でのサポートなど、利用者の便宜を図るよう努めた。また、インターネットを利
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用した外出サポートの全国ネットワークである「全国視覚障害者外出支援連絡会」（ＪＢＯ

Ｓ）に引き続き加盟して、他県の外出サポート事業実施団体との連携を図ったが2024年

１２月３１日をもって解散となった。 

なお、事業の実施状況は次のとおり。 

・実施件数 １８件（延べ３５名） 

 

１０．代読・代筆情報支援事業の強化 

  郵便物の確認、申込書への記入等、持ち込まれた書類の代読・代筆を随時実施した。ま

た、家庭内での代読、視覚支援サービスとして、スマホを利用しての支援も行った。 

・実施人数 ６名（延べ１０回） 

  また、スマホによる視覚支援は次のとおり。 

・実施人数 ４名（延べ４回） 

 

１１．日常生活用具の収集・展示 

視覚障害者が日常生活を営む上で便利な用具類を収集、展示して視覚障害者が手に

取って確認できるよう配慮を行ったほか、遠方の視覚障害者には貸出を行った。また視覚

障害者の希望に応じて購入斡旋、用具申請の手続き等の支援も行った。 

用具相談 ８７名（延べ１０７件） 

 

１２．各種クラブ活動の推進 

生活情報センターを拠点として、視覚障害者と晴眼者が共通の趣味や目的で集まるクラ

ブ活動の場を提供し、両者の交流を促進した。センターとしては、担当者を配置した上で、①

広報（視覚障害者・晴眼者双方に対して）、②会場・機材の提供、③資料（点字・墨字）の製

作の３点について支援を行った。 

2024 年度は新型コロナウイルス感染症の流行状況とクラブ員との合意の下で実施の

有無を判断し、その結果、編み物は２０回、コーラスクラブは５回、卓球クラブは 2４回、料理ク

ラブは 1２回の活動を実施した。 

（１）料理クラブ…１９９７年１２月発足 

９名（視覚障害者６名、晴眼者３名） 

（２）卓球クラブ…１９９９年２月発足 

１1名（視覚障害者１０名、晴眼者１名） 

（３）編みものクラブ…２００６年４月発足 

４名（視覚障害者３名、晴眼者１名） 

（４）コーラスクラブ…２００７年４月発足 

１２名（視覚障害者８名、晴眼者４名） 

 

１３．視覚障害者福祉協会等の行事や活動への協力 
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（１）岐阜県視覚障害者福祉協会が岐阜県の委託を受けて実施する視覚障がい者社会・家

庭生活訓練事業（５月～１２月）に対し、全面的に協力した。また、５月１２日（日）に岐阜

県視覚障害者福祉協会が主管として行った「第５４回日視連東海地区グランドソフトボ

ール岐阜大会」に岐阜はもんの会とともにその運営等に全面的に協力した。 

（２）岐阜県視覚障害者福祉協会との共催で、「点字フォーラム２０２４」を行った。今年度は、

「清流の国ぎふ文化祭２０２４」の関連行事として「視覚障害文化伝承祭」に位置づけて

岐阜県点字競技大会を行い、午後からは「清流ふれあいコンサート」で、点字と同じく視

覚障害文化として伝承すべく瞽女歌、箏曲に触れる機会とした。 

・実施日 ２０２４年１２月８日（日） 

・内容 午前…早読み、記憶書き、聞き書き、写し書き等 

午後…「清流ふれあいコンサート」 

・参加人数 １３名 

 なお、「第５４回日視連東海地区グランドソフトボール岐阜大会」「清流ふれあいコンサート」

及び「清流の国ぎふ文化祭２０２４」の開会式・閉会式において主催団体からの依頼を受けて

音声解説放送を実施し、新たな視覚障害者への情報提供方法として協力した。 

 

Ⅲ 日常生活技術指導部門  

 

１．歩行指導等の実施 

歩行指導を希望する視覚障害者に対して、個別及び集団による歩行指導を行った。ま

た、求めに応じて、歩行以前の日常生活における各種技術指導も行った。また県内各地

の社会福祉協議会等からの要請により、地域のガイドヘルパー及び一般市民に対する誘

導法の普及に協力し、視覚障害者が安全かつ容易に外出できる環境作りに努めた。 

歩行指導の実施状況は次のとおり。 

・実施人数 ４３名（延べ８９回）ほかガイド講習会等への協力多数 

 

２．ＩＣＴ機器等の指導の実施 

視覚障害者がパソコンやタブレット等の情報機器を介して情報収集を図り、また情報

伝達を円滑に行うために、個々のニーズに応じて個別による講習指導を行った。また、機

器の貸出等を実施し、より多くの人が身近に機器が使用できるように努めたほか、機器

のセットアップ、不具合の際の支援も行った。 

・実施人数 ９９名（延べ４８７回） 

・支援人数 １９名（延べ３１回） 

 

３．中途視覚障害者に対する点字学習指導 

希望する中途視覚障害者に対して、ボランティアの協力を得て個別による学習指導を
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行った。なお、Ｌサイズ点字プリンターを使って、Ｌサイズによる点字テキストを使用し、点字

学習希望者すべての点字の読み書きが可能になるよう努めた。 

点字学習指導の実施状況は次のとおり。 

・実施人数 ３名（延べ１１回） 修了人数 ０名 

 

４．視覚障害者職業訓練指導 

就職困難な視覚障害者や一般就労する視覚障害者に必要な技術指導を行った。また、

岐阜盲学校からの依頼で、重複障害の生徒に作業実習を行った。 

・実施人数 １名（延べ２０回） 

作業実習の実施状況は次のとおり。 

・実施人数 ２名（延べ５回１０名） 

 

５．「移動生活情報センター事業」の実施 

    2024 年度は岐阜県視覚障害者福祉協会の行う「視覚障がい青年等社会生活教室」に

合わせて飛騨地区と恵那市の視覚障害者の希望で東濃地区で実施した。 

 

（飛騨地区） 

・日時 ２０２４年７月２１日（日）１３時～１５時 

・場所 高山市総合福祉センター 

高山市昭和町２－２２４ 

電話 ０５７７－３５－０２９４ 

・内容 最新機器体験会…ＰＴＲ３・センスプレーヤーでデイジーオンライン、ｉＯＳアプ

リ紹介、生成ＡＩ搭載よむべえ体験、メガネ型活字読み上げ装置「エンビジョ

ングラス」等 

・参加者 ３３名 

 

（東濃地区） 

・日時 ２０２４年９月２８日（土）１３時～１５時 

・場所 恵那文化センター 

   恵那市長島町中野４１４－１ 

   電話 ０５７３－２６－６９１６ 

・内容 センスプレーヤーでデイジーオンライン、ｉＯＳアプリ紹介、生成ＡＩ搭載よむべ

え体験、メガネ型の網膜投影デバイス「ＲＥＴＩＳＳＡ ＯＮ ＨＡＮＤ」等 

・参加者 ９名 

 

６．関係機関・団体との連携 

（１）社会福祉法人日本盲人社会福祉施設協議会の「自立支援施設部会」に引き続き加
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盟し、技術研修及び情報の収集に努めた。 

（２）行政機関や福祉団体の要請に応じて、視覚障害者の相談や訓練を行うなど連携を

し協力した。 
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2024年度「障害者総合支援法」による同行援護、移動支援事業報告書 

 

社会福祉法人 岐阜アソシア 

 

２０２０年度からの継続でコロナ禍が２類から５類と変更となっても厳しい運営となり、１年を

通して通年の６割程度の実績に留まった。また利用の方法の変化も考えられる。 

その中で、必要な視覚障害者の社会参加への保障、日常生活の充実を確保するため、でき

うる対策を講じての事業運営に心掛けた。 

 また、産業医との連携により、感染対策、虐待、事業継続など広範囲において安心且つ安全

な事業実施ができるよう、ガイドヘルパー、利用者の心身の管理と運動機能の確認に心掛け

た。 

 （１）同行援護従業者の研修を実施し、初任者等の養成を行った。 

 （２）スキルアップ研修に参加し、資質の向上を図った。 

 （３）日本視覚障害者団体連合主催による同行援護従事者資質向上研修事業に協力した。 

 （４）ボランティアの協力によって行う「外出サポート事業」とのすみ分けを明確にした。 

  ア. 同行援護、移動支援の利用を優先し、制度が利用できない場合に「外出サポート」で対

応した。 

  イ. 同行援護、移動支援利用のコーディネートは、職員が行った。 

 （５）視覚障害者の各種社会参加の場面で、視覚障害者情報支援員によって代読・代筆され

ることは、視覚障害者の自立を支援する上できわめて大きな意義がある。引き続きガイ

ドヘルパーに対して講習内容に代読・代筆講習のカリキュラムを組み込み、社会参加す

る視覚障害者への更なる支援の向上に努めた。 

 

  契約市町村数   ３１ 市町村 

  利用契約者数   １６５ 人   

  利用延べ回数   ４,８０６ 回（延べ時間 21,228時間） 


